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京都大学埋蔵文化財研究センター要項

第 I条京都大学に埋蔵文化財研究センター（以下「センター」という。〕を置く。

第2 条 センターは，京都大学敷地内の埋蔵文化財についての調査研究及びその保存のため必要な業

務を行う。

第3条センターにセンター長を置く。

2 センター長は，京都大学の専任の教J受をもって充てる0

3 センター長の任期は， 2年とし再任を妨げなし、。

4 センター長は，センターの所務を掌理する。

第4 条 センターに，必要に応じて，助教授，助手その他の職員を置く。

第 5 条 センターに，調査研究及び保存に関する業務を処理するため，研究部を置く。

2 研究部に主任を置き，前条の教官をもって充てる。

3 主任は，研究部の業務をつかさどる。

第6条 センターにセンターの事業に閲する基本的計画，人事その他管理運営に関する：需要事項を審

議するため，運常協議会を置く。

2 運営協議会は，次の各号に掲げる委員で組織する。

(1) センター長

(2) センターの研究部の主任

(3 ）前 2号以外の学識経験者のうちから総長の委嘱した者若干名

(4 ）事務局長及び施設部長

3 センター長は，運営協議会を招集し，議長となる。

4 前各項に規定するもののほか，運営協議会の運常に悶し必要な事項は，運営協議会が定める。

第7条 この要項に定めるもののほか，センターの組織及び運営に関し必要な事項はセンター長が定

める。

センター長 上田正昭（教養部教授） 研究部主任 泉拓良（文学部助手）

運営協議会委員 池同次郎（理学部教授） 研究部研究員 清水芳裕（文学部助手）

4シ 西川幸治（工学部教授） イ少 五十川伸矢（文学部助手）

ク 小野山節（文学部教授） ク 浜崎玲志（工学部助手）

今 石田志朗（理学部助教授） ク 飛野｜字文（施設部技術補佐員）

ク 足利健亮（教養部助教夜） dン 三宅由美（施設部教務補佐只）

イ少 津田徹（事務んj長） 事務室 大八木邦夫（施設部事務官）

// 井内昭（施設部長） ，， 梅川厚子（施設部技術補佐員）
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京都大学構内遺跡調査会規約

第 1条 この会は，京都大学構内遺跡調査会（以下「調査会j という。）と称し，京都大学の委託によ

り同大学構内における建築物新営工事等に伴い必嬰な敷地内の遺跡調査を行うことを目的と

する。

第 2条調査会は，事務所を京都市左京区北什川西町財団法人阪本奨学会内に置く。

第 3条調査会は，第 I条の目的を達成するために次の事業を行う。

(1 ）京都大学の委託により行う当該敷地内の埋蔵文化財についての発掘調査

(2) 前号の調査により出土した埋蔵文化財の保存，管理に関する事項の審議

(3 ）埋蔵文化財の調査に関する発掘調査概要報告書の作成

(4) その他必要とする事項

第4 条調査会に次の役員を置く。

(1) 会長 I名

(2) 委員

イ 京都大学の学識経験者若干名

ロ 新営工事等の敷地の属する京都大学の部局の長または部局附属施設の長

新営工事等の敷地の所在する地域の文化財保護行政当局の推薦する者 若干名

(3 ）監事若干名

2 会長は，前項 2号イの委員の推薦する者とする。

3 会長の任期は 2年とし，再任を妨げない。

4 委員及び監事は，会長が委嘱する。

5 第 I項第 2号ロ及びハの委員は，当該敷地内の遺跡調査に関する委員としての任務が終わっ

たときは，退任する。

第5 条会長は，調査会を代表し，業務を総括する。

2 委員は，委員会を構成し，委員会の議決に基づく業務を執行する。

3 監事は，調査会の会計を敢査する。

第6条委員会は，会長及び委員をもって組織する。

2 委員会は，会長が招集し，議長となる。

3 委員会は，新営工事等の敷地が京都市以外の地域にある場合で，必要と認めたときは，部会

を置くことができる。

第 7条第 3条の発掘調査の実施に当たるため，調査会に調査班に置く。

2 調査班は，調査班長，調査員及び調査補助員をもって組織する0

3 調査班長は，委員会の議に基づき会長が委嘱する。

4 調査員及び調査補助員は，調査班長の推薦により会長が委嘱する。
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第8 条調査会の事務を処理するため，調査会に事務局を置く。

2 事務局に職員若干名を置く。

3 職員は，会長が任免する。

第9条調査会の経費は，京都大学から支出される調査委託費をもって充てる。

第10 条調査会は， 4 月 1 日に始まる年度ごとに，事業報告書及び収支決算書を作成し，監事の監査

を経て，年度終了後3月以内に委員会の承認を受けるものとする。

第11 条 この規約に定めるもののほか，調査会の運営に関し必要な事項は，会長が定める。

長

員

会

委

川上貢（工学部教授）

亀井節夫（理学部教授）

西川幸治（工学部教授）

小野山節（文学部教授）

石田志朗（理学部助教授）

規約第4条 l項（2）ロ

西村進（理学部助教授）

足利健亮（教養部助教授）

泉拓良（埋蔵文化財研究センタ一助手）

松村圭三（事務局庶務部長）

近藤良夫（工学部長）

半田良一（農学部長）

規約第 4条 I項（2）ハ

浪貝毅（京都市埋蔵文化財センター所長）

監事 金光男（施設部企画課長） 丸田義雄（農学部事務長）

中沢清（工学部経理課長）

事務局員 大八木邦雄（施設部事務官）

梅川厚子（施設部技術補佐員）

川野美栄子（調査会事務員）

烏塚莞爾（放射線生物研究センター長）

森田 賢（放射線生物研究センタ一事務掛長）

中村美代（調査会事務長）

松本一代（調査会事務員）

調査班

調査班長・主任泉拓良，清水芳裕，五十川伸矢，浜崎一志，飛野博文，三宅由美

調査員 鎌田博子，川島はる代，岸本和幸，木村大治，黒松康悦，古賀秀策，竹村厚司，

竹村恵ニ，玉田芳英，寺島千春，花谷浩，増井正哉，南木睦彦，森本晋

池野素子，内田純子，大本真理，加納聖子，菊原淳，喜始通，岸本直文，

高善雄，頭師リエ，橋本久子，藤淳かおる，吉田直子

赤沢俊男，五十棲彰雄，川久保喜美栄，川久保信子，木村謙治， 小原鐙ー，

古前健次，鈴木昌代，田中周子，橋本庄次，橋本俊夫，長谷川秀実，平山聖顕，

福田文治，松尾順子，松尾フク，三浦信一，村松桂子，安田秀男，山中貞男，

吉田龍太郎

調査補助員

作業員
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本部構内A T29 区発掘調査班

所在地 京都市左京区吉田本町

工事名 工学部機械系学科校舎新営

発掘期間 昭和57 年11月 1 日～

昭和58 年 1月31 日

面積 890rn2 

班長・主任泉拓良，飛野博文

調査員 家根祥多

調査補助員 4 名

作業員 20 名

北部構内B E33 区発掘調査班

所在地 京都市左京区北白川追分町

工事名 農学部熱帯農学科校舎新営

発掘期間 昭和58 年 2 月 l 日～同 6 月 18 日

面積 803rr[ 

班長・主任泉拓良，飛野博文

調査員 家根祥多，花谷浩

調査補助員 I l名

作業員 16 名

医学部構内AN20 区発掘調査班

所在地 京都市左京区吉田橘町

工事名 放射線生物研究センター研究棟新営

発掘期間 昭和58 年 7 月 1 日～同 9 月初日

面積 863nf 

班長・主任泉拓良，五十川仲失

調査員 4 名

調査補助員 2 名

作業員 10 名

北部構内B F31 区発掘調査班

所在地 京都市左京区北白川追分町

工事名 理学部プラズマ実験装置室新営

発掘期間 昭和58 年 10 月 17 日～

昭和59 年3月31 日

面積 737nf 

班長・主任清水芳裕，五十川仲矢

調査員 10 名

調査補助員 5 名

作業員 19 名

文学部博物館改築予定地試掘調査

所在地

試掘期間

面積

担当者

京都市左京区吉田本町

昭和58 年 7 月 I 日～同 7月26 日

210m' 

同内三民，宇野隆夫

京都大学構内遺跡の調査体制

調査委員会 調査班

調査班長ー調査一調査補助L作業
(A 班） 員員 i員

調査主任 I 

調査班長調査調査補助｜一作業
(B 班〕 一員一員 ｜ 員

調査主任 I 

層雪
京都大学埋蔵文化財研究センター 京都大学構内遺跡調査会
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表 2 京都大学構内遺跡のおもな調査

（地点は図版 1を参照，文献中間は京）
大理文研， 「調j は京大調査会をさす。

年度l融 i［地点l担当者思想｜間違構｜遺物｜文献l備一
一？？ド汗戸一国7ーL 瞳堅四十一
J戸学部門一一一」 l ！石 町産自ふ一
昭和叶委阪需l l賜清弘［発掘lI 1~~i瓦Ji瓦到

9年l五百：；［ ｜梅原末治l発掘［ I i競棺玉｜梅原36 I 

j間三千円ト二l~二L~~~~f

委阪駅 ｜高官自呂翌［事前発掘C0I 組の溝｜器土器 ｜高宮内粧品

分臓 I6 I碍見円吋？？［ 滞空ケ｜吉見込｜
養部 I7 I藤岡向｜思到 し」縄文土器l藤岡引

48 年｜農学部I8 I中村徹也｜事前繍1131 瓦 溜 l空間 I ~78b I瓦溜醸し

農学部I- 9 -I中村徹也（事吋 6001 l知事器， l中村引

植物園I11 l中村徹也［事前発掘同協i霊l縄文土器防74b,[i ！会顧

「口元：：.，：： t~J:: i~ r;: :~~::J 
昨｜教養部i14 I宇野山徹「前発掘17501 1縄文土器l [_ 

51 年｜詰：3il 16 I泉 拓良戸発掘l判監llij ［自主九円77 I 

雪E 15~ ¥ 19 I岡田保良｜事前矧i州車j 醐 瓦 l理店a I 

官昂5~ I 29 I吉野阿保存（ I I l調77 I君臨顎
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京都大学構内遺跡調査要項
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京都大学構内遺跡調査要項

年度｜担［山当者［配属一物 Ix~ 備考

一面川l五J示:4:::1 詩型語戸空8: .. 1 

面証i「品JIIEi I事古iJ 発掘

i-:i ＼司云E斗戸「211 富日（古襲喜：喧j~ 」

一＼γi一寸l:i 豊f1！再l榔. I ？ 

一門（一 l一？い一 卜目鵠t: I一L一

附干型｜一ド里一卜掘＼ _j右一 l 臨器， i 臨4~］
雪Fl劃叩益空雲［事吋1028

間3' I 

富制山喜 「一t~：1ヤf~：~r監J:: （棚 i協 器喜

ι坦雪昼墜？叶空z主二i主師踊［一I 

E：宮崎踏瓦， 1第3章

58 年Itx23 削133 I 鞄芹r~~ I I 
同引五ι｜膜i事前発掘｜咋明言出i
l日11:![1：：：：叶怖叩；：：1

円6日一I立 ~1 I I I 
一言明rnfT- I LE~ 
一両一 y刊日lI I I 1~ 
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京都大学構内遺跡調査要項

年度i事If I地点｜担当者団査員｜間違構｜遺物｜文献（備考
昭和58 年 日産I137 同一合［｜

出4則一水芳裕｜立合！｜
京宇都府治｜｜ ｜浜崎一志i立 合1I I 
日劃 139 I長崎空創立 合｜ ｜怯士取l間詞瓦l第 I竿｜

｜泉拓良l立合iI 
l 浜崎－~1立合1 I 

fxzs苦｜ー崎－~1立合I I 
1泉拓良ド合｜｜

京船都井郡府｜｜ l浜崎一志i立 合（
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